
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
い

取
り
制
度

Ｆ
Ｉ
Ｔ

は
太
陽
光
発
電
の
導
入
を
促
進
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム

Ｅ
Ｍ
Ｓ

な
ど
省
エ
ネ
技
術
に
関
し
て
も
新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。
ま
た

水
素
な
ど
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

地
熱
発
電
に
熱
い
視
線
九
州
電
力
、
６
カ
所
で
運
転

天
然
ガ
ス
需
要
が
拡
大
燃
料
電
池
・
コ
ジ
ェ
ネ
普
及

国内最大規模の地熱発電所「八丁原発電所」

工場の屋根に設置されたメガソーラー

関
連
機
器
も
続
々
登
場
保
守
装
置
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム

変わるエネルギー事情

戸
上
電
機
製
作
所
の
「
Ｐ
Ｖ

ド
ク
タ
ー
」

　
戸
上
電
機
製
作
所
は

年

８
月
、
新
製
品
と
し
て
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
保
守
・

点
検
装
置
「
Ｐ
Ｖ
ド
ク
タ

ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し

た
。
重
電
分
野
で
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
太
陽
光
向
け
製
品

に
反
映
し
て
開
発
、
他
の
点

検
装
置
と
差
別
化
し
た
。

　
発
売
し
た
の
は
２
機
種
。

複
数
パ
ネ
ル
の
出
力
低
下
を

同
時
に
確
認
で
き
る
「
ス
ト

リ
ン
グ
ト
レ
ー
サ
」
と
、
パ

ネ
ル
表
面
を
な
ぞ
っ
て
断
線

な
ど
を
特
定
す
る
「
セ
ル
ラ

イ
ン
チ
ェ
ッ
カ
」
だ
。
主
に

電
気
工
事
業
者
や
管
理
技
術

者
向
け
で
、
順
調
に
受
注
を

伸
ば
し
て
い
る
。

　
好
調
の
理
由
は
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
な
ど
で
不
良
個
所
を
特

定
し
た
実
績
も
あ
り
、
大
量

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
素
早
く

点
検
で
き
る
た
め
だ
。
ま
た

価
格
を
他
社
競
合
品
よ
り
安

く
し
、
性
能
と
の
両
面
で
競

争
力
を
持
た
せ
た
。
今
後
は

シ
リ
ー
ズ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
増
や
す
構
え
だ
。

　
正
興
電
機
製
作
所
は
蓄
電

シ
ス
テ
ム
「
エ
ネ
・
パ
ッ

ク
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
蓄
電
池
は
停
電
に
対
応
す

る
だ
け
で
な
く
電
力
需
要
を

抑
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
電

力
需
要
が
少
な
い
夜
間
に
蓄

電
し
、
電
力
需
要
が
多
い
昼

間
に
使
う
。
主
力
生
産
拠
点

の
古
賀
事
業
所
で
は
蓄
電
シ

ス
テ
ム
を
太
陽
光
発
電
や
燃

料
電
池
と
組
み
合
わ
せ
た
実

証
試
験
を
行
っ
て
い
る
。

　
廃
熱
を
利
用
す
る
こ
と
で

高
効
率
の
デ
シ
カ
ン
ト

吸

湿
剤

空
調
機
を
製
品
に
持

つ
の
は
昭
和
鉄
工
。
さ
ら
に

省
エ
ネ
機
能
を
高
め
た
「
リ

タ
ン
エ
ア
デ
シ
カ
ン
ト
空
調

機
」
を
商
品
化
し
て
お
り
普

及
に
期
待
し
て
い
る
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
と

し
て
原
子
力
発
電
所
が
相
次

い
で
停
止
し
た
こ
と
で
、
夏

場
や
冬
場
は
電
力
の
供
給
力

不
足
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
期
待
さ
れ
て
い
る
の

が
天
然
ガ
ス
だ
。
一
酸
化
炭

素
を
含
ま
ず
、
硫
黄
酸
化
物

が
発
生
し
な
い
な
ど
環
境
負

荷
が
小
さ
い
。

　
期
待
を
受
け
る
西
部
ガ
ス

で
は
展
開
す
る
関
連
機
器
の

需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。
特

に
活
発
な
動
き
を
み
せ
る
の

が
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
」
と
家
庭
用
コ
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併

給

シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ウ
ィ

ル
」
だ
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
天
然
ガ

ス
か
ら
取
り
出
し
水
素
と
空

気
中
の
酸
素
を
反
応
さ
せ
て

発
電
す
る
。
反
応
時
に
発
生

す
る
熱
を
給
湯
や
暖
房
に
利

用
す
る
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。
西

部
ガ
ス
は

年
度
か
ら
３
年

間
で
累
計
７
５
９
台
を
設
置

し
た
。

年
度
は

年
１
月

末
ま
で
に
す
で
に
７
１
０
台

に
達
し
て
お
り
、
１
年
間
で

過
去
３
年
分
を
超
え
そ
う
な

勢
い
だ
。

　
エ
コ
ウ
ィ
ル
は
ガ
ス
を
燃

料
に
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
し
て

発
電
し
、
同
時
に
発
生
す
る

熱
を
給
湯
や
暖
房
に
利
用
す

る
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
。
熱
が
比
較
的
多
く

発
生
す
る
た
め
熱
需
要
が
多

い
ユ
ー
ザ
ー
に
適
す
る
。

年
度
は

年
１
月
末
ま
で
の

設
置
実
績
は
５
２
５
台
。

年
度
は
８
２
４
台
だ
っ
た
。

　
西
部
ガ
ス
は
将
来
の
需
要

拡
大
に
向
け
た
供
給
力
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
北
九

州
市
若
松
区
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ

液

化
天
然
ガ
ス

の
受
け
入
れ

基
地
が
建
設
中
。

年

月

に
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。

　
省
エ
ネ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

対
す
る
重
要
な
取
り
組
み
の

一
つ
。
九
電
工
が
企
業
に
導

入
を
提
案
し
て
い
る
節
電
策

が
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ

ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

だ
。

基
本
は
電
気
利
用
状
況
を
把

握
す
る
見
え
る
化
。
省
エ
ネ

機
器
を
採
用
し
な
く
て
も
見

え
る
化
だ
け
で
５
％
は
削
減

で
き
る
と
い
う
。
分
電
盤
か

ら
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
フ
ロ

ア
ご
と
や
空
調
、
照
明
な
ど

の
利
用
分
野
ご
と
の
把
握
が

で
き
る
。
ま
た
室
温
の
変
化

を
感
じ
に
く
い
温
度
範
囲
内

で
空
調
機
の
運
転
を
制
御
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
九
電
工
は
国
が
指
定
す
る

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
提
供
事
業
者

Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ

ー

。
そ
の
た
め
導
入
へ
の

補
助
金
を
最
大
２
５
０
万
円

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

年
４
月
か
ら
補
助
金
申
請
し

た
の
は

件
。
そ
の
ほ
か
２

０
０
件
が
申
請
を
検
討
し
て

い
る
と
い
う
。

　
九
州
経
済
産
業
局
の
調
べ

に
よ
る
と
九
州
に
お
け
る
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽

光
発
電
所

は
計
画
中
を
含

め
る
と
２
月

日
時
点
で
５

３
７
カ
所
で
合
計
出
力
１
４

１
万
２
２
３
０

。
内
訳

は
福
岡
１
１
４
カ
所

合
計

出
力

万
８
７
２
０

、

佐
賀

カ
所

同
４
万
８
４

９
０

、
長
崎

カ
所

同
８
万
７
８
１
０

、

熊
本

カ
所

同

万
９
３

５
０

、
大
分

カ
所

同

万
３
３
５
０

、

宮
崎

カ
所

同

万
４
２

５
０

、
鹿
児
島
１
０

４
カ
所

同

万
２
６
０

と
な
っ
て
い
る
。

　
九
州
電
力
は
１
９
４
９
年

か
ら
地
熱
発
電
の
開
発
や
研

究
に
着
手
、
現
在
６
カ
所
で

運
転
中
。
合
計
出
力
は

万

２
０
０
０

。
国
内
最
大

の
地
熱
発
電
で
大
分
県
九
重

こ
こ
の
え

町
に
あ
る
八

丁
原

は
っ
ち
ょ
う
ば
る

発
電
所
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
八
丁
原
は

年
に
営
業
運

転
を
始
め
た
１
号
機

出
力

５
万
５
０
０
０

と

年
に
営
業
運
転
を
始
め
た
２

号
機

同

の
合
計
で
出
力

万

。
地
熱
発
電
の
出

力
は
三
要
素
と
言
わ
れ
る
地

下
の
熱
、
水
、
熱
水
が
た
ま

る
熱
水
貯
留
層
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
。
国
内
最
大
と
な

っ
た
の
は
現
地
の
三
要
素
を

効
果
的
に
生
か
そ
う
と
し
た

結
果
だ
。

　
一
般
的
な
地
熱
発
電
は
蒸

気
と
熱
水
を
地
下
か
ら
取
り

出
す
。
八
丁
原
は
発
電
機
の

タ
ー
ビ
ン
を
回
す
た
め
に
蒸

気
だ
け
で
な
く
、
熱
水
か
ら

作
っ
た
蒸
気
も
利
用
す
る
ダ

ブ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
が
特

徴
だ
。
蒸
気
の
み
を
使
う
シ

ン
グ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
に

比
べ
て
出
力
が

―

％
増

加
す
る
と
い
う
。

　
ま
た
八
丁
原
で
は
従
来
の

地
熱
発
電
方
式
で
は
利
用
で

き
な
か
っ
た
比
較
的
低
温
の

蒸
気
、
熱
水
を
発
電
に
使
う

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
も

年
か

ら
行
っ
て
い
る
。
出
力
は
２

０
０
０

。
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
と
は
沸
点
が

度
Ｃ
の

ペ
ン
タ
ン
と
呼
ば
れ
る
媒
体

を
蒸
発
さ
せ
て
タ
ー
ビ
ン
を

回
す
シ
ス
テ
ム
。
温
泉
地
で

導
入
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
地
熱
発
電
の
す
そ
野
を

広
げ
ら
れ
る
と
注
目
度
が
高

ま
っ
て
い
る
。
八
丁
原
へ
の

見
学
者
は
３
・

以
前
は
年

間
約
３
万
人
だ
っ
た
が
３
・

以
降
は
同
５
万
人
に
増
え

た
。
太
陽
光
発
電
の
拡
大
や

省
エ
ネ
意
識
の
高
ま
り
が
関

連
製
品
へ
の
注
目
度
を
高
め

て
い
る
。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ３月１２日 火曜日 　　


